
一般財団法人持続性推進機構

エコアクション２１中央事務局

森下 研

第１１回 エコアクション２１
全国交流研修大会in大阪

中央事務局の考え方等と大会総括
～３万件を目指して～



2017年 4～5月 新ガイドライン策定・公表

5～6月 環境省主催 新ガイドライン説明会（全国8
カ所程度）

10月 ガイドライン改訂に伴う新制度公表

10～11
月
中央事務局による方針、理念の説明

新制度に基づく審査員研修、認定試験及び
認定
新制度に基づく地域事務局説明

2018年 1～3月 新ガイドライン 事業者説明会（全国50カ所
程度）

4月 新ガイドライン 発効（移行期間は2年間）

以後、未定（今後、検討）

ガイドライン改訂の概略スケジュール（予定）



環境省の普及推進施策

○環境省は、強力にエコアクション２１の普及推進を推し
進めています。

・ガイドラインの改訂

・ガイドライン改訂後の全国説明会

・Eco-CRIP補助事業（５回の無料訪問支援、取得に取り組む事業
者への補助）

・エコアクション２１の普及用パンフレット

・優良な取組を行う事業者の表彰（環境コミュニケーション大賞、
環境 人づくり企業大賞）

・優良産業廃棄物処理業者認定制度

・地球温暖化対策計画（閣議決定）

・グリーン化プログラムへの支援

・ロゴマークの新デザイン



募集予定２７５に対
して申込数１５３件

新規事業者
獲得のため
の施策

参加事業者が
思うように
集まらない



昨年度の応募者数
１０７件／７８００
（１．４%）

既存事業者
のモチベー
ションアップの
ための施策

応募事業者の
数が増えない



昨年度の応募者数
１９件／７８００
（０．２%）

既存事業者
のモチベー
ションアップの
ための施策

応募事業者の
数が全く増えない





中央事務局の普及推進施策

○中央事務局は、グリーン化プログラムの推
進と認証取得事業者向けの普及推進を推
し進めています。

・１０年継続事業者への感謝状と記念品の贈呈

・認証取得事業者へのプレートの配布

・車等に貼れるステッカーの頒布（有料）

・フォローアップセミナーの実施

・エコプロダクツ展でのブース出展

・エコアクション２１とGP紹介のビデオ、パネル作成

・エコプロダクツ展でのGP普及のためのセミナー







エコプロダクツ展

■開催時期：2016年12月8日（木）～

10日（土）

■開催場所：東京ビッグサイト

（東京・有明）

■エコアクション２１ブース（環境省ブー
スの向かい）

■セミナー：12月9日 午後１時３０分～



３万件に向けて、我々が打ち立てる『旗』

ジョン・F・ケネディ大統領就任演説抜粋

（1961年1月20日）

今このとき、この場所から、敵味方の区別なく、すべての
人に伝えましょう。たいまつはアメリカの新しい世代に渡さ
れました。

同胞であるアメリカ市民の皆さん、国があなたのために何
をしてくれるかではなく、あなたが国のために何ができるか
を考えようではありませんか。

また同胞である世界市民の皆さん、アメリカがあなたのた
めに何をしてくれるかではなく、人類の自由のために共に
何ができるかを考えようではありませんか。



３万件に向けて、我々が打ち立てる『旗』

エコアクション２１自体の価値を高める

エコアクションに取り組むことによる

企業価値の向上

関係者全ての力量の向上（8つのご利益）

エコアクションに取り組む企業の代表者が

元気になる、向上する



審査人の力量向上に向けて（試案）
（ 複合的な力量向上・評価のための取組の必要性

審
査
人

・最新の環境問題・法改正等の知識を自ら習得する（研修会を含む）

・判定事例、審査事例研究会に参加し、優良事例、問題事例を学ぶ

・他の審査人が審査に同行し、改善点をアドバイスする

・他の審査人の審査に同行する（他者の方法を参考にする）

・審査結果に基づき、判定委員会が改善点をアドバイスする

・審査報告書提出状況等に基づき、地域事務局が改善点をアドバイスする

・事業者アンケートの結果を参考にする（８つのご利益へのアドバイス）

・認定・更新時に業務基本方針、計画を策定し、自己評価する

一人親方、「自己流１０年」からの脱却

・Facebookを活用し、様々な事例を共有するとともに、自分のものとする



地域事務局の運営能力向上に向けて（試案）
地域事務局としての組織的信頼性向上の必要性

地
域
事
務
局

・環境省関連事業を行うにあたっての信頼性の確保

・適切な力量を有する地域事務局員のビジネスタイムの常駐

・組織としての「ガバナンス」

・適切な財政的基盤

・審査人選任、審査判定結果に誰が責任を持っているか

・普及活動の積極的、計画的実施

・審査人の力量向上施策の積極的、計画的実施

・認定・更新時に業務基本方針、計画を策定し、自己評価する

信頼でき、積極的な事業を行う体制の構築



今後の全国大会の開催について

■全国大会開催地域の確定

2017年度：九州・沖縄：福岡

2018年度：関東地域

2019年度：中国地域

2020年度：東海地域

2021年度：四国地域

2022年度：北陸・信越地域



大阪大会を終えて

ご後援をいただいた環境省、大阪府、大阪市

様、誠にありがとうございました。

有意義なご講演をいただいた竹原様、元気な

会社・人の共通点「あいうえお」は、エコアク

ション２１の8つのご利益そのものでした。とて

も勇気づけられるとともに、進んでいく道の、

打ち立てた旗の正しさを再認識しました。

厚く御礼申し上げます。



大阪大会を終えて

素晴らしい事例報告をしていただいた中

農製作所株式会社様、株式会社ソルテッ

ク工業様、本当にありがとうございました。

エコアクション２１を本当に活用されてい

ることをお聞きし、とてもうれしく、そしてこ

れからの進むべき道を示唆していただき

ました。

厚く御礼申し上げます。



大阪大会を終えて

分科会、開催前は本当にうまくいくのか、

正直、心配でした。

しかし、できあがったハンドブックは、もの

すごく素晴らしいものでした。

そして分科会の運営も完璧で、内容も極

めて高く、充実していました。

ご苦労様、そしてありがとうございました。



大阪大会を終えて

分科会発表をされた審査人の方、ご苦労様で
した。大変でしたね。

環境省の施策、ガイドライン改訂についてご
説明いただいた環境省の齋藤様、いつも変わ
らぬエコアクション２１への熱い思い、ご尽力
に感謝致します。

地域事務局大阪の事例報告をしていただい
た宇田様、大阪の取組は各地域事務局の手
本です。ありがとうございました。



大阪大会を終えて

パネルディスカッションのパネラーの

大阪府中小企業家同友会の上島様、環境省

の奥山様、大阪市の井原様、地域事務局大

阪の宇田様、持続性推進機構の安井理事長、

そしてコーディネーターの魚住様

3万件に向けた新しい方向性が確認でき、そ

のあり方が示されたと思います。

ありがとうございました。



大阪大会を終えて

企画、運営にご尽力をいただいた、１年近
くにわたり、何回も何回も会議を重ね、さ
らにはハンドブックを分担執筆された、地
域事務局大阪を中心とする大会関係者の
皆さん、本当に、本当にご苦労様でした。

“なにわの底力”を見せていただきまし
た。

ありがとうございました。



来年度に向けて
来年、2017年は、いよいよ『新ガイドライン』
が発行されます。

それに伴い、新制度でエコアクション２１認
証・登録制度を運営することとなります。

エコアクション２１自体の価値を高めるととも
に、エコアクションに取り組むことによる企業
価値の向上を目指していかなければなりませ
ん。

全ての関係者が一丸となって、取り組んでい
きましょう



来年度に向けて

第１２回の全国大会は、

２０１７年１０月２０日(金)～２１日
(土)に、

ヒルトン福岡シーホーク

で開催します。

博多でお会いしましょう!


